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● セミナーの受講申込みについて ●
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株式会社Ｒ＆Ｄ支援センター

『バイオ医薬品特許【アーカイブ配信】』 セミナー申込書

会社・大学

ＦＡＸ

お名前

　左の申込みフォームに必要事項をご明記く

ださい。お申込み後は、弊社より確認のご連

絡をいたしまして受講券、請求書、会場の地

図をお送りいたします。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 211241

          ●講師 : 青山特許事務所　顧問弁理士　加藤 浩 氏

◆日時：2021年12月15日（水）までお申し込み受付中

　　お申し込み後視聴リンクをお送りいたします。

　　視聴期間はお申し込み後1週間です

◆会場：自宅や職場など世界中どこでも受講可

◆聴講料 ： 1名につき27,500円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

【第１部】　「特許実務のポイントと最新事情」

※本セミナーはアーカイブ配信セミナーです。会場での参加はございません。

          ●講師 : 青山特許事務所　顧問弁理士　加藤 浩 氏【第2部】　「バイオ医薬に関する特許出願の傾向と権利化の課題」

          ●講師 : フロネシステムコンサルティング　代表　成戸 昌信 氏【第3部】　「ライフサイエンス・医療・ヘルスケア産業の事業戦略」
【講演趣旨】

　近年の日本のGDPの伸び悩み、産業の競争力の低下の一因として、研究開発の停滞があります。化学系企業で医薬関係の研究から事業までかかわった
経験と、その後VCで100社以上の初期スタートアップ（ベンチャー）企業の投資案件を審議した経験から、成功しない研究開発組織やスタートアップには共通し
た欠点があるように感じています。
　本講演では、スタートアップの忘れものと題して、興味を惹かれる実例を新しい切り口で紹介しながら、研究開発全般に共通するMOT（技術経営）に役だつ
情報と知識をお伝えします。

【講演趣旨】

　近年、研究活動における知的財産の重要性が高まっています。
　とくに、特許の取得と活用は、研究成果を実用化するために必要不可欠であり、特許制度は、事業活動を発展にとって重要な役割を担っています。
　本講演では、特許実務のポイントと最新事情について解説します。
　具体的には、バイオ領域や医薬品分野において、特許情報の活用方法、特許の取得と活用、特許審査の最近の考え方などについて説明します。また、コロ
ナ禍によるニュー・ノーマル（新たな日常）に対応した知的財産戦略の在り方について解説します。

【講演趣旨】

　近年、バイオ医薬について研究開発が積極的に行われており、このようなバイオ領域や医薬品分野は、特許の重要性が高い傾向にあります。
　今後とも、バイオ医薬に関して、積極的に特許出願を行い、有効な特許を取得することが重要です。
　本講演では、バイオ医薬に関する特許出願の傾向と権利化の課題について解説します。
　具体的には、バイオ医薬に関する特許出願の最近の動向、及び、登録特許の最近の傾向について説明し、特許審査の考え方として、審査基準の解釈と応
用について検討します。また、ニューモダリティに対応した知的財産戦略の在り方についても解説します。

【講演趣旨】

　バイオ医薬品の研究開発におけるオープンイノベーションの根幹を成す特許戦略と特許事情について概説する。
　具体的な事例としてバイオ医薬品で初のブロックバスターとなった赤血球産生因子エリスロポエチンや血小板産生因子トロンボポエチンを対象に、企業と企
業間あるいは企業と大学間のオープンイノベーションの在り方や特許出願から権利化、特許権のライセンス、リスクなどについて紹介する。また、オープンイノ
ベーションを促進するための公的な知財支援事業にも言及する。

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で

　2人目無料

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。

　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき24,000円

　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で27,500円）

ニューノーマルに向けたバイオ医薬品特許戦略【アーカイブ配信】

☆5本立てのスペシャルセミナーです！　視聴期間中は何度も聴講可能です！

【講演趣旨】

　医薬品の創出には、1000億円以上の研究開発費と15～17年にも及ぶ時間がかかるとされ、しかもその成功確率は10％にも満たないとされる。事業化の手
続きとしては、薬事承認と特許取得を達成しなくてはならない。これらを効率よく達成する秘訣はないものであろうか。改めて見直してみると、実施する試験と
データ収集は共通であるから、薬事と知財の戦略を連結して考えると、効率的な開発ができるのである。
　本講演では、実際の成功例を例にして、成功確率を高め、効率的な医薬品研究開発のために、研究段階から薬事と知財を連結した戦略を解説する。

          ●講師 : ティア・リサーチ・コンサルティング合同会社 代表　内海 潤 氏
【第4部】　「医薬品研究開発のための薬事と知財の連結戦略」

          ●講師 : 日本バイオベンチャー推進協会 理事 宮崎 洋 氏【第5部】　「バイオ医薬品のオープンイノベーションにおける特許戦略」

※主催：日本バイオベンチャー推進協会（JBDA、理事長 松島 綱治）；後援：経済産業省のアーカイブ配信セミナーとなります。
 　　既に収録済のLIVE配信セミナーをお好きなお時間帯にご視聴いただけます


